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ている。 
（２）本論文がとくに焦点を当てているのは生物兵器と化学兵器である。これらを扱う
BWC および CWC はそれぞれ、両兵器を完全に禁止することを規範理念とし、すべての
締約国に対して平等に義務を課している。この点でこれら二つの体制は、核兵器を保持す
る五大国の現状維持を承認し、核不拡散を目指す NPT体制とは基本的に相違している。 






















（３）第 1 章におけるこうした前提的考察を踏まえたうえで、第 2 章以下では、核兵器













CWC 体制の成立過程を明らかにしている。また 2013 年に開催された CWC 第 3 回運用検
討会議での議論や方針が分析に付され、今日、国際安全保障環境の変化や科学技術発展に
伴う新たな脅威に対しては、「再出現の防止」という用語を用いて広くデュアル・ユース
性を捉え、CWC の産業検証体制を強化することに限らず、締約国内での CWC の実施能
力の強化を通して対処することの必要性が確認され、CWC 体制の意義があらためて指摘
されている。 














































































	 この中間報告を経て三ヶ月半ほど後の 2014 年 1 月初旬に本博士論文は提出された。そ







問がなされたが、この問いに対して NPT 体制、BWC 体制、CWC 体制のそれぞれの形成
過程や対応の多様性を社会構築性の視点から厳密に比較検討した点にあるとの著者の応答
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がなされた。 
	 毛利委員の方からはその社会構築性の BWC 体制と CWC 体制それぞれにおけるメリッ
トとデメリットについての質問があった。これについて田中氏からは、CWC 体制よりも
BWC 体制の方が社会構成築性の視点からより明確に説明できたという応答がなされた。











（３）こうして口述試験は、既述したように 2014年 2月 3日（月）午後 3時 10分から教
育研究棟 347 室で行われた。この口述試験の後、引き続いて審査委員会を行なった。委員
会は、本論文が博士論文に値する研究であること、大量破壊兵器のデュアル・ユース性に
関する高水準の研究であり、さらに興味深い論点視点や独自の理解が示されていることを
確認し、博士論文審査に合格と判断した。 
